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【2018年度実績】

１．研究業績

著作・論文・学会発表等の名称 単著・共著の別

(1)発行所、全ページ数
(2)雑誌名、巻（号）、開始-終了
ページ
(3)学会名、開催都市

(1)(2)著者、編者名
(3)発表者（発表者は○印）

発行・発表年月

（１）著作

1

（２）論文

1 共著
Acta Med. Okayama,
Vol. 72: 479-485.

Tanaka, K., Yagi, T.,
Nanba, T.and
Asanuma, M.

2018

（３）学会発表

1 共著

第24回日本心臓リハビリ
テーション学会学術集会
（横浜）

丸岡弘，金村尚彦，
田中健一，林弘之，
善田聡史，小川明
宏，石神昭人

2018.7.

2 単著
第53回日本アルコール・
アディクション医学会学
術総会（京都）

田中健一 2018.9.

3 単著
日本社会薬学会第37年
会（船橋）

田中健一 2018.10.

4 単著
第92回日本薬理学会年
会（大阪）

田中健一 2019.3.

（４）その他

1

２．競争的資金等の研究

研究期間

1

３．教育業績

講義・演習・実習・論文指導等の名称 期間

（１）講義

1 2018.4-8

2 2018.4-6

3 2018.6-8

4 2018.10-2019.2

5 2018.4-8

大学生等を対象とした依存性形成の危険
度評価における質問紙法の妥当性に関
する検討

生理学特論
生理学とのつながりと理学療法学科並びに作業療法学科の専門必
修科目である点を考慮して，授業ごとにポイントをまとめたプリントを
作成し，学生の理解を助けるとともに，学習意欲の維持に努めた．

看護師養成教育における薬害教育に必
要なこととは何か－質問紙法を用いた考
察

薬理学
複数の学科専攻の学生を対象とした必修科目である点を考慮して，
授業ごとにポイントをまとめたプリントを作成し，学生の理解を助ける
とともに，学習意欲の維持に努めた．

臨床薬理学
薬理学とのつながりと看護学科の専門必修科目である点を考慮し
て，授業ごとにポイントをまとめたプリントを作成し，学生の理解を助
けるとともに，学習意欲の維持に努めた．

応用人体構造機能論

該当なし

神経科学（生理学・薬理学・病態生化学・実験心理学）・医療薬科学

博士（医学）・薬学修士

1989年：東京理科大学薬学部薬学科卒業，1991年：東京理科大学大学院薬学研究科薬学専攻修士課程修了

1995年：埼玉医科大学医学部助手，1998年：岡山大学医学部助手，2003年：就実大学薬学部助教授，
2007年：就実大学准教授，2011年：埼玉県立大学保健医療福祉学部准教授

日本生理学会（評議員）・日本薬理学会（学術評議員）・日本神経精神薬理学会（評議員），日本薬学会　他

研究名、研究代表者・研究分担者の別

Application of Single Prolonged Stress
Induces Post-traumatic Stress Disorder-
like Characteristics in Mice

廃用性筋萎縮モデルマウスにおけるミトコ
ンドリアから見た運動の影響

看護師養成課程における薬害教育の現
状と課題に関する考察

該当なし

競争的資金等の名称

該当なし

生理学
複数の学科専攻の学生を対象とした必修科目である点を考慮して，
授業ごとにポイントをまとめたプリントを作成し，学生の理解を助ける
とともに，学習意欲の維持に努めた．

概要（教育内容・方法等において工夫した点）

大学院博士前期課程の共通科目であることに加えて，4コマのみ分
担する点を考慮して，特定のテーマに絞って授業を行うことで，学生
の理解を助ける工夫と学習意欲の維持に努めた．



6 2018.10-2019.2

7 2018.10-12

（２）演習

1 2018.10-2019.2

（３）実習

1 2018.4-6

2 2018.4-6

3 2018.4-9

（４）論文指導

1 通年

2 通年

（５）その他

1 通年

2 通年

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会等の講師

講演会、研修会等の名称 主催 講演、研修等のテーマ 開催年月

1 FROMPAGE 2018.7

2 埼玉県立大学 2019.3

（２）国、自治体、財団法人等における委員等

国、自治体、財団法人等の名称 委員等の名称 任期

1

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

1

５．学内運営（委員会委員）

1

2

3

4

5
６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

1
７．特許の保有状況

特許名 特許番号 登録年月

1
８．特記事項

高次脳機能と病態制御
大学院博士前期課程の共通科目である点を考慮して，授業ごとにポ
イントをまとめたプリントを作成し，学生のニーズを初回授業で確認
し，出来る範囲で授業に反映させて，学習意欲の維持に努めた．

埼玉県立特別支援学校塙保己一学園1年生に対する授業支援（本学における生理学実習の実施）：2012年度より実施（今年度は

教育開発委員会　委員

理学療法特別演習

理学療法学科の4年生を対象とした国家試験対策を意識した専門必
修科目で，1コマだけ，生理学について担当した．過去問ベースの練
習問題を作成し，学生の理解を助けるとともに，学習意欲の維持に
努めた．

臨床薬理学
＜緩和ケア認定看護師養成課程＞

臨床現場で活躍する看護師向けの授業である点を考慮して，授業ご
とにポイントをまとめたプリントを作成し，学生の理解を助けるととも
に，学習意欲の維持に努めた．

埼玉県立大学における生理学・薬理学等
の基礎医学科目に関する学習支援

再履修の学生を中心に，授業時間外の補習授業の実施と学習支援
のための指導を行っている．

博士前期課程における修士論文審査 主査1名

夢ナビ東京会場・模擬授業 ストレス社会を生きる知恵

埼玉県立蕨高校出張講座 喜怒哀楽の秘密

専門基礎科目担当者会　会長

該当なし

共同実験管理部会　副部会長

該当なし

該当なし

高等教育開発センター（仮）準備委員会　委員

該当なし

大学院教務委員会　副委員長

生理学実習（健康行動）

博士後期課程

健康開発学科行動科学専攻向けの内容で，学生が興味を持って実
習できるように内容を工夫するとともに，基盤となる座学の知識と結
びつくような指導を心掛けた．

指導補助教員 12名

生理学実習（理学療法・作業療法）
理学療法学科及び作業療法学科向けの内容で，学生が興味を持っ
て実習できるように内容を工夫するとともに，基盤となる座学の知識
と結びつくような指導を心掛けた．

ヒューマンケア体験実習
メイン科目責任者として第6グループを総括するとともに，総括・主任
科目責任者を補佐した．

博士前期課程 指導補助教員 3名


